
（別紙様式２－２） 

 

「人権教育研究指定校事業」事業実施報告書 

都道府県・指定都市名（鹿児島県） 

 

１．調査研究名、テーマ 

（１）研究調査名 

笑顔と夢がいっぱい西野っ子の育成 

   ～更なる「自尊感情の育成・自己肯定感の高揚」をめざして～ 

 

（２）調査研究のテーマ 

   自尊感情・自己肯定感が高まって笑顔がいっぱい見られ，自分の将来の夢や希望で 

いっぱいの西野小児童を育成する。 

 

（３）調査研究のテーマを設定した目的 

本校は，学校教育目標を上記テーマと同じく，「笑顔と夢がいっぱい西野っ子の育成」

としており，学校グランドデザインの根底には，「人権尊重の精神を基盤にして，お互

いに助け合い協力し合ったりし，教児が信頼関係を深めたりして，温もりのある学級・

学年・学校づくりをすすめる。」を位置付けている。本校は小規模校のため，教職員が

一人一人の児童への働き掛けや見届けを行っており，児童同士，または児童と教職員も

関わり合う場が多い。しかし，校外の活動や交流活動などにおいて，大人数の中では萎

縮してしまい，自分の考えや意見を発表できない児童が多いという課題がある。 

そこで，児童一人一人が自分に自信をもち，自己を高める意識を育成する必要がある

と考えた。これまでも，教育課題の一つに「自尊感情の育成・自己肯定感の高揚」を掲

げ，主に以下のような取組を行ってきている。 

  ・ 理論研究［自尊感情を高める方策］ 

  ・ 自尊感情を高めるための支援［声かけ，よさを認め合える集団づくりや授業づくり］ 

  ・ キャリア教育の充実策［夢カードの効果的活用等］ など 

   これらの「自尊感情の育成・自己肯定感の高揚」に係る取組等を更に充実，発展させ，

学校全体で共通認識をもって取り組んでいくために，本研究テーマの下，小規模校のよ

さとともに全職員の意識を高めながら研究を進めることとした。 

 

２．調査研究の体制・内容等 

（１）研究指定校の概要 

学校名 南種子町立西野小学校 

これまでの研究 

指定等の状況 

令和元年度人権教育開発事業（人権教育研究指定校事業） 

学級数 ５学級（うち特別支援学級：１学級） 

児童生徒数 全児童数：３６人（令和３年１月２１日現在） 

ＵＲＬ http://m-nishino.sakura.ne.jp/ 

 

（２）指定理由 

地域や学校の現状を踏まえ，具体的な調査研究のテーマを設定し，研究実践を行って

きた。その成果を南種子町人権同和教育研修会で実践発表を行い，町内小中学校に還元

するとともに，町内における研究の成果の普及に貢献した。研究を継続し，町内学校の

人権教育における先導的な役割を果たしていきたいと考える。 

http://m-nishino.sakura.ne.jp/


３．取り組んだ人権課題について 

（１）人権課題「子供」について中心的に取り組んだこと 

   自尊感情・自己肯定感を高めることで，自分を肯定的に認め，ありのままの自分に自

信をもち，自分や周囲の人たちをかけがえのない存在と思えるような人権感覚を育成す

る活動に取り組んできた。その中に，女性やお年寄りなどのかかわりを持たせ，様々な

人権課題にも対応できるようにした。 

（２）取り組んだ人権課題（該当するものに○印。複数選択可） 

①女性 〇 

②高齢者 〇 

③障害者 〇 

④同和問題 〇 

⑤アイヌの人々 〇 

⑥外国人 〇 

⑦-１HIV 感染者等 〇 

⑦-２ハンセン病患者等  

⑧刑を終えて出所した人 〇 

⑨犯罪被害者等 〇 

⑩インターネットによる人権侵害 〇 

⑪北朝鮮当局による拉致問題等 〇 

⑫性的指向、性自認 〇 

⑬その他（    ）  

 

４．調査研究の内容等 

（１）調査研究の内容 

（現状の分析と課題）（以下：自己肯定感の高揚は，自尊感情の育成に含める） 

  ① 「学校楽しぃーと」による児童意識の変容  

    令和元年年度実施分で見ると，どの項目も高い数値を示しており，「友達との関係」

や「教師との関係」，「学級集団における適応感」は，５月よりも向上している。し

かし，「学習意欲」や「自己肯定感」，「心身の状態」は下降している。低くなった

理由について具体的な聞き取りをすると，「もっとがんばらなければ。」とか「もっ

とできたのに。」といった自覚の表れとしても受け取ることができる。児童が自分の

性格や行動，能力などに肯定的に捉えることができるように，さらに声かけや取組を

強化していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 令和元年度全国学力・学習状況調査の児童質問紙結果による将来の夢や目標 

   将来の夢や目標をもっている児童は４段階評価の「１」と回答した児童が，県比較－

5.1，「１」及び「２」を回答した児童が，県比較－4.5 という結果であり，将来の指向

性が高かった。 

教育活動全体を通じて，児童一人一人の自己にふさわしい生き方を実現しようとする

意欲・態度や能力を育むキャリア教育を人権教育と並行して強力に推進していく必要が

ある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   自尊感情が高い児童は，何事に対しても積極的に取り組み，他者を優しく受け入れ，

他者と協働した活動を行うことができる。豊かな体験を積み重ねていくことで，自信が

付き，さらに充実した活動を展開していく。児童一人一人の自尊感情の高まりは，学力

・気力・人間関係構築力等，学校教育目標を実現していくための基盤・原動力になる。 

   具体的には，以下の取組を実施していく。 

  ・ Ｍｏｍ（見つめる・思いをめぐらす・向き合う）の基本姿勢に立った教育活動の充実 

  ・ 自尊感情を高める視点を重視した授業づくり 

  ・ 自尊感情を高める取組の充実［声かけ，よさを認め合える学級集団づくり，スクー

ルソーシャルスキルトレーニング，構成的グループエンカウンター］ 

  ・ キャリア教育の充実［夢カードの活用等］ 

  ・ 児童のよさを見取って，児童・保護者と交流する取組の充実 

  ・ 人権教育の充実の観点からの教育課程及び年間指導計画の見直し 

 

（２）実施方法 

  ・ 「学校楽しぃーと」により，児童の自尊感情の意識変容を見取ることで，取組を見

直し，児童及び保護者への教育相談等に役立てる。 

・ 全国学力・学習状況調査等の結果から，学力の定着状況や児童の意識を見取る。 

  ・ 自尊感情を高める視点を重視した授業を展開することで，児童一人一人の個性を伸 

張し，確かな学力を定着させる。 

  ・ 道徳や学級活動等において，自己理解・他者理解を深めるためのソーシャルスキル

トレーニングや構成的グループエンカウンター等を通して，自尊感情・自己肯定感を

育み，自信をもって積極的に活動できる児童を育成する。 

  ・ 学校行事等において，児童が感動や達成感を味わうことができるように，人権教育

の視点に立って工夫した活動を計画し，互いに協力し合いながら目標を達成する児童

を育成する。 

  ・ 学級活動において，キャリア教育の視点から「夢カード」を活用することで，なり

たい自分の姿に少しずつでも近付こうする思いをふくらませ，自分の変容や成長に気付

き，自分のめざす生き方や取り組み方につなげていこうとする態度や意欲を育成できる。 

  ・ 児童の成長の様子を家庭や地域に発信することで，学校への期待と信頼が高まり，家庭

や地域の願いを実現する学校教育を推進する。 

  ・ 人権教育に関する研究を推進し，職員の人権意識を高める。 

 

 

 



（３）検証・評価・普及 

・ 学校評価（児童）による検証 

 

 

 

 

 

 

  ４段階評価なので 3.0 以上は高いと捉えられるが，数値は４項目ともに下降した。 

  「※」の項目が-0.4 と下降したのは，２学期に起こった生徒指導上の問題から，学

校内が落ち着かない状況があったので，そのことが反映したと思われる。児童の自浄

・自治能力を高めながら全職員で対応してきた結果，生徒指導上の問題は落ち着いた。 

  ・ 「学校楽しぃーと」による児童意識の変容（青：上昇，赤：下降の表示） 

・ 「夢カード」による児童の記述内容 

   （例） 今 の 自 分［思ったことが言えない。］ 

       なれそうな自分［友達の思っていることを考える。］ 

       な り た い 自 分［相手のことも考えて，思ったことが言える自分］ 

  ・ ＮＲＴによる学力の変容及び読書量調査による検証 

    ［自尊感情が高まれば，学力向上につながる。］ 

ＮＲＴ（教科総合の経年変化）       平均図書貸出冊数の記録 

（赤：下降，青：上昇の表示） 

 

H31 年度と R2 年度を比較すると，現５
・６学年は偏差値平均が上昇したが，現
３・４学年は下降した。また，全体の偏
差値平均を比較すると，+1.5 上昇した。 
少人数で宇宙留学生が加わっての結果で
ある。児童一人一人の学力が向上するよ
うに，今後も指導法の改善に努めていく。 

一人当たりの平均図書貸出冊数を見る
と，月で大きな変動はあるが，４・８月
を除き，15.8 冊から 27.04 冊を借りて読
書を行っている。個別に見ると，個人差
が大きいが，今後も児童が読書を好きに
なれるように努めていく。そのことが，
学力の向上や情操の醸成に大きく寄与す
ると捉えている。 

  ・ ＰＴＡ，学校評議員会，児童・民生委員との懇談会等での情報交換による検証を行 

い，本取組や教育活動に対する理解と協力を得る。 

  ・ 成果や課題を，町教委主催の「学校経営説明会」で発表・報告することで，他の学校へ

普及・啓発を図っていく。 

  ・ 委託期間終了後も，本研究を継続し，児童の笑顔と夢がいっぱいになる学校づくりを推

進していく。 
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（４）実施状況 

＜都道府県・指定都市教育委員会＞ 

時 期 内 容 備 考 

５月 

 

７月 31 日 

 

２月 16 日 

 

指導主事による南種子町教育委員会への書面等での

指導（事業に係る研究内容，予算について） 

指導主事による南種子町西野小学校訪問指導 

（研究内容に係る校内研修） 

課長，主任指導主事による南種子町教育委員会，南種

子町立西野小学校訪問指導 

（研究の成果及び今後のまとめ方について） 

 

・本課，教育事

務所，町教育委

員会担当者５人 

・本課，教育事

務所，町教育委

員会担当者６人 

＜研究指定校＞ 

時 期 内 容 備 考 

４月13日～ 

４月13日 

４月16日 

第１回研究推進委員会（※ 月１回開催） 

いじめ問題を考える週間 

職員研修（研修計画及び共通実践事項の確認） 

 

５月18日 

５月25日 

職員研修（児童の共通理解等） 

職員研修（人権教育の基礎研究等） 
 

６月12日 

６月19日 

６月20日～

６月22日 

６月29日 

いじめアンケートの実施 

「学校楽しぃーと」の分析①及び教育相談週間 

家庭学習強調週間 

各学級で人権に関する授業の実践 

職員研修（授業実践の報告会） 

 

 

 

７月13日 

７月21日 

７月31日 

職員研修（一学期のまとめ，各学級の取組について） 

一学期の学校評価 

人権教育研究推進事業に係る学校訪問 

 

 

参加者５人 県教委，

教育事務所，町教委，管理職 

８月３日 職員研修（ＮＲＴ結果の分析及び対策）  

９月２日 

９月８日 

９月10日 

９月19日 

いじめ問題を考える週間 

二学期の研修計画の確認 

道徳一斉授業参観及び教育懇談会 

運動会（児童が主体的に，生き生きと活動する様子の参観） 

 

10 月５日 

10 月６日 

10 月12日 

10 月19日 

10 月20日 

いじめアンケートの実施 

各学級，人権に関する授業の指導案作成 

「学校楽しぃーと」の分析② 

各学級の取組の報告 

教育相談週間 

 

 

 

 

 

11 月２日 

 

11 月14日 

11 月25日 

「子どもたちの男女共同参画学びの広場推進事業」 

（児童及び保護者・地域向けワークショップ，教職員向けセミナーの実施） 

家庭学習強調週間 

町人権同和教育研修会 

講師招聘３人 

参加者児童 35 人 

保護者･地域 20 人 

教職員 10 人 

12 月８日 

12 月24日 

人権教室の開催 

二学期の学校評価 
 

１月８日 

1 月 12 日～ 

１月14日 

１月29日 

研究紀要の印刷・発送 

いじめ問題を考える週間 

いじめアンケートの実施 

県総合教育センター主催「調査研究発表会」参加 

80 部 発送先 

県教委，教育事務所，

市町教育委員会等 

参加者１人 

２月５日 

２月８日 

２月 16 日 

２月22日 

新１年生保護者説明会 

職員研修（今年度の反省及び次年度の研修計画） 

人権教育研究推進事業に係る学校訪問 

「学校楽しぃーと」の分析③ 

 

参加者８人(教職員) 

参加者６人(県教委，

教育事務所，町教委，管理職) 

３月25日 三学期の学校評価  



（５）人権教育に係る年間指導計画   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．推進体制（都道府県・指定都市教育委員会を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南 種 子 町 
教 育 委 員 会 

校 長 

教 頭 

研修係 人権同和教育係 研究推進委員会 

職員研修 

鹿児島県教育委員会 


